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（１） 位置図（１） 位置図

１ 全体計画
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公
益

（２） 区域図（２） 区域図

１ 全体計画
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第１地区（整備済）
約1.5ha



（３） 再開発の目的（３） 再開発の目的

１ 全体計画

◇ 東日本大震災を教訓とした都市の安全性の確保

◇ 密集老朽木造建築物の更新による耐火性・耐震性の向上

◇ 歩道を含めた道路や下水道等の基幹的公共施設の整備

◇ ユニバーサルデザインに対応した整備による利便性の確保

◇ 街の更新による仲通と一体となった賑わいのある街の継承と発展

◇ 隣接する大船駅北第２地区第一種市街地再開発事業（横浜市）と連携した基盤整備
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『市民や来街者の生活を豊かにし、
新たな交流や賑わいを創出』

公
益

住
宅
『多世代が暮らし、“大船ブランド”を
高める高品質かつ安心安全な住宅』

施
設
環
境

『大船駅周辺地域の利便性・快適性
・安全性の向上』

商
業
『大船ファミリーの多様なライフシーン
を彩る生活回廊』

（４） 全体施設構成・計画のポイント（４） 全体施設構成・計画のポイント

ア 動線計画：商業施設の回遊性向上

イ 景観計画：商店街の継承・発展、シンボル空間の整備

ウ 駐車場計画：利便性向上、段階整備の促進

①全体施設構成

②計画のポイント

１ 全体計画
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（５） 計画平面図（５） 計画平面図
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１ 全体計画

現行の
都市計画道路

変更後の
都市計画道路



（６） 断面図（５番地）（６） 断面図（５番地）
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１ 全体計画



（７） 断面図（８～１０番地）（７） 断面図（８～１０番地）

9

１ 全体計画



大船駅東口第一種市街地再開発事業 面積 約2.7ha
[第１地区 約1.5ha(整備済)・第２地区 約1.2ha]
→(変更)区域の変更

◆公共施設の配置
・幹線街路 都市計画道路 3･5･10号 大船停車場小袋谷線
・幹線街路 都市計画道路 3･5･3号 大船停車場谷戸前線
→(変更)線形の変更、交通広場の変更、起点の変更

・区画街路 →(変更)配置の変更

◆建築物の整備
・主要用途 →商業・業務 (追加)公益・住宅

凡 例

再開発事業区域(変更後)

地区区分界

再開発事業区域(変更前)

都市計画道路

区画街路

第１地区
[整備済]

第２地区

２ 都市計画の概要

（１） 鎌倉都市計画 第一種市街地再開発事業の変更概要（１） 鎌倉都市計画 第一種市街地再開発事業の変更概要



高度利用地区 面積 約2.7ha
→(変更)区域の変更

◆容積率の最高限度 :60/10以下
◆容積率の最低限度 :25/10以上
◆建ぺい率の最高限度: 8/10以下
◆建築面積の最低限度:250㎡以上
◆壁面の位置の制限 :道路に面する部分から幅0.5～1.0m

※１階のみ

凡 例

高度利用地区区域(変更後)

壁面の位置の制限

高度利用地区区域(変更前)

道路(都市計画道路)

道路(その他の道路)

２ 都市計画の概要

（２） 鎌倉都市計画 高度利用地区の変更概要（２） 鎌倉都市計画 高度利用地区の変更概要



3･5･10号 大船停車場小袋谷線
代表幅員:     12ｍ
延 長:約1,550ｍ
交通広場:約9,900㎡(人工広場約1,800㎡を含む)
→(変更)線形の変更、交通広場の変更、起点の変更

3･5･3号 大船停車場谷戸前線
代表幅員:     15ｍ
延 長:約1,100ｍ
→(変更)起点の変更

凡 例

再開発事業区域(変更後)

都市計画道路(変更後)

都市計画道路(変更前)

交 通 広 場
(大船停車場小袋谷線)

２ 都市計画の概要

（３） 鎌倉都市計画 道路の変更概要（３） 鎌倉都市計画 道路の変更概要



大船駅東口第２地区地区計画 面積 約1.4ha
◆地域に密着した商業･業務･公益･住宅の導入を図るため、
幹線道路等の都市施設の整備と合理的かつ健全な高度利用
の促進を図ることを目標として定める。
◆地区整備計画 面積:約0.2ha
・地区施設:歩道上空地の配置
・建築物の用途制限:建築してはならない建物用途

(工場、畜舎、3階以下を住宅等)
・壁面の位置の制限
・建築物等の形態または意匠

凡 例

地区計画区域

歩道上空地

地区整備計画区域

幹線道路

再開発事業区域

２ 都市計画の概要

（４） 鎌倉都市計画 地区計画の決定概要（４） 鎌倉都市計画 地区計画の決定概要



３ 事業スケジュール（予定）３ 事業スケジュール（予定）
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